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夏休みが終わり、２学期がスタートしました。夏休みは、部活動に一生懸命取り組んだ人、

勉強に力を注いだ人、家族との充実した時間を過ごした人、夏休みにしかできない経験をした

人、中にはのんびりしすぎて体内時計がくるってしまった人もいるかもしれません。まずは、

学校の生活リズムに戻しましょう。２学期は、修学旅行やサロン交流・文化祭などの行事もあ

ります。自分の成長をかんじることができる２学期を創造していきましょう。 

 

 

 

平和学習 8.6 
 

川地中学校ではこれまで８月６日は登校日ではありませ

んでした。現在、ウクライナやイラン、イスラエルなど世

界では戦争が絶えず、大量の核兵器が存在します。また、

広島に原爆が投下されて 81年がたち、被爆された方から直

接話を聞くことが難しくなり、平和の想いを伝える機会が

少なくなっています。こんな状況だからこそ、みなさんに

は平和について改めて考え、行動してほしいと思い、８月

６日を登校日としました。今年は、被爆体験伝承者として

ヒロシマピースボランティア、広島平和記念資料館平和学

習講座講師をされている辻靖司さんに来ていただき、どう

して広島に原爆が投下されたのか、原爆によって広島の街

に何が起きたのか、核兵器をなくし平和な世界を目指すた

めにはどんなことがされているかということをお話しい

ただきました。お話を聞いたのち、縦割り班で平和のため

に自分たちは何ができるかということを話し合いました。事実をしっかり学習し、伝えていく

ことが大切だと学びました。 

 

ＰＴＡ環境整備作業 8.29 
 

８月 29 日（土）、ＰＴＡ環境整備作業を行いまし

た。早朝にもかかわらず、多くの生徒や保護者の皆さ

ん、地域の皆さんにご参加いただき、伸びた草を刈っ

て１時間半で学校がとてもきれいになりました。ご参

加いただいたすべての皆さんに、深く感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

学びの足跡 



 

 

 

４月 23日（木）に全国一斉に行わ

れた「全国学力・学習状況調査」の結果が公表されました。中学校の調査対象は３年生で、国

語、数学、英語の３教科での調査が実施されました。英語は、初めてタブレットを用いて実施

され、結果も基準を 500とするＩＲＴスコアで表示されています。結果の概要は次のとおりで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

６月 10 日（水）・11 日（木）、２年生を対象に、

三次市内全ての学校で一斉に「三次市学力到達度検

査」が行われました。昨年度までは、１･２年生を対

象に１月に行っていましたが、今年度から２年生を対象に６月に行われることとなりました。 

本校の平均正答率は、国語・社会・理科・英語の４つの教科は広島県平均と全国平均を上回

っています。数学は、全国平均を下回ったものの、三次市平均では上回っています。 

 

２つの学力調査を通して、本校の生徒に共通する課題は、関係性を見出す力や事象や学習し

たことをイメージ化し理解する力であることがわかりました。また、各教科でつまずきの多い

分野や問題も明らかになり、２学期以降の授業改善に努めてまいります。 

全国学力・学習状況調査 

本校の平均正答率は、国語と英語は広島県平均と全国平均を上回っていますが、数学は下回っ

ています。 

国語では「情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使う」「段落相互の関係を明確に

し、文章の展開を工夫する」など、文章の関係性を考える問題の正答率が低く、課題がみられ

ます。 

数学では「具体的な事象において、考察の対象となる角を的確に捉える」「データの特徴を

的確に捉え、判断の理由を特徴をもとに説明する」など、図形や証明など数学的・論理的に捉

える問題の正答率が低く、課題が見られます。 

英語では、文章全体を読んで要約する力、文章の中で最も伝えたいことや大切なことを読み

取る力に課題があることがわかりました。 

三次市学力到達度検査 
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７月に保護者に実施しました、学校評価アンケートの結果をお知らせします。 

 ＜ご意見＞ 

・具体的には思いつきませんが、声をかけてもらえればできる範囲で協力します。 

・今の取組に満足していますが、これから再配置となったら、地域との取組がなくなるのか

と残念です。 

 

 

今年度、広島県教育公務員弘済会の教育助成金をいた

だき、８月６日に貞丸参事が本校に来られ、交付式が行

われました。いただいた助成金で大型モニターを購入し、

ＩＣＴを活用した教育の充実に努めてまいります。 

 

 

 

◇三次市英語暗唱大会 8.3 

８月３日（月）、三次市民ホールきりりで行われた三次市英語暗

唱大会に、１年生沖田花音さんと川手さくらさんが出場しました。

内容は１年生の教科書にある「Getting Ready for the Party」で

す。二人のかけあいも素晴らしく、堂々とした発表でした。 

◇「平和への想い」表彰式 8.4 

８月４日（火）、三良坂平和公園で行われた平和への想い表彰式

に、３年生長岡奈美さんが出席し、平和への想いを朗読したのち、

大賞を受賞した賞状と記念品を受け取りました。 

◇令和８年度三次市内意見発表大会 8.18 

８月 18 日（火）、みよしまちづくりセンターで行われた三次市

内意見発表大会に、２年生畠山未理亜さんが出場し、「私が住む町」

と題して地域への愛がこもった発表を凛として語っていきました。 

生徒の活躍 

保護者：学校評価アンケート 

教育弘済会助成金交付式 

NO 評　　　価　　　項　　　目 肯定率（％）

1 子どもは、楽しく学校に行っている。 82.6

2 子どもは、学校の授業が分かりやすく満足している。 69.6
3 先生は、部活動の指導を熱心にしている。 82.6
4 子どもは、家庭や地域であいさつをきちんとしている。 86.9
5 子どもは、朝食をきちんと食べて登校している。 95.7
6 子どもは、日々の学習を計画的にやっている。 60.9
7 子どもは、主体性が身に付いている。 65.2
8 子どもは、協働性が身に付いている。 73.9
9 子どもは、表現力が身に付いている。 65.2
10 川地中学校の教育活動については、学校だよりや学級通信などで知ることができる。 100.0

11 川地中学校の教育活動に満足している。 73.9



 

部休：部活動休養日  ＳＣ：スクールカウンセラー相談日 

月 日 曜 行 事 等 

９ １ 火 ５時間授業                           部休 

２ 水  

３ 木 生徒会委員会                        部休 

４ 金 生徒朝会                            ＳＣ 

５ 土  

６ 日  

７ 月 町内一斉声かけ運動、３年実力テスト 

８ 火  

９ 水  

10 木   ５時間授業、読書活動推進員来校               部休 

11 金     授業参観、学級懇談会、ＰＴＡ教育講演会        ＳＣ･部休 

12 土  

13 日  

14 月  

15 火 三次市中学生生徒会交流会 

16 水  

17 木 みよし結芽人育成研修会【13：40下校】              部休 

18 金                                 ＳＣ 

19 土  

20 日 青河小学校運動会 

21 月 敬老の日、青河地区敬老会（代表生徒参加） 

22 火 国民の休日 

23 水 秋分の日 

24 木 ５時間授業、読書活動推進員来校                 部休 

25 金 生徒朝会、２年修学旅結団式、英語検定                     ＳＣ 

26 土  

27 日 ２年修学旅行 

28 月  

29 火  

30 水 ２年振替休日 

10 １ 木 ５時間授業、生徒会委員会                    部休 

２ 金 サロン交流                           ＳＣ 

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火 ３年保育実習 

７ 水  

 

今後の主な予定 

「体罰、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント」「障害を理由とする差別」に係る相談窓口 

担当者  教頭 垣内田 充、 事務長 坂部 美智代、 生徒指導主事 藤原 公祐 

養護教諭 松本 裕子、  特別支援教育コーディネーター 出山 真依子 

連絡先  ０８２４－６８－２０１５ 


